
 
 
 
 

国連訓練調査研究所（ユニタール）と広島県の 
第８期特定目的拠出金契約書（令和６年４月～令和９年３月）調印式等について 

 
１  概要 

広島県と国連訓練調査研究所（ユニタール）との間で締結している特定目的拠出金契約（第 
 ７期：令和３年４月～令和６年３月）が、期間満了となることに伴い、次期契約（第８期：令 
和６年４月～令和９年３月）を締結するにあたり、調印式を行います。 

 
２  日時 
  令和６年３月 26 日（火）13：45～14：15 
 
３  場所 

広島県庁北館２階第一会議室 
 
４  出席者 
(1) 国連訓練調査研究所(ユニタール) 

ア ニキル・セス（国連事務次長補兼ユニタール総代表） 
イ 隈元 美穂子（持続可能な繁栄局局長） 
ウ 三上 知佐 （広島事務所所長） 

 (2) 広島県 
湯﨑 英彦（広島県知事） 

 
５  調印式次第 
(1) ユニタール広島事務所 20 周年記念動画 
(2) 契約書調印 
(3) 挨拶 

ア 知事 
イ セス総代表 

(4) 記念品贈呈 
(5) メディアによる質疑応答 

※調印式は日本語で行いますが、一部、英語について通訳を用意しております。 
 

６  その他 
国連訓練調査研究所（ユニタール）広島事務所 新事務所開所式 

(1)  日  時：令和６年３月 27日（水）11：00～11：30 

(2) 場  所：ニッセイ平和公園ビル８Ｆ（以下地図をご参照ください） 
(3) 注意事項：取材等詳細につきましては、別紙（ユニタール広島事務所プレスリリース）をご参照

ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 

資 料 提 供 
令和６年３月 22 日 
課  名：平和推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ･ﾁｰﾑ 
担 当 者：松﨑 
内  線：2366 
直通電話：082-513-2368 



 

 

2024 年 3 月 22 日 
国連ユニタール広島事務所 
電話：082-236-3808 
担当：安田・鈴木・鳴戸・矢吹 

 

 

国連ユニタールと広島県の第 8 期特定目的拠出金契約書 
（2024 年度～2026 年度）調印式および新事務所開所式のご案内 

 

2024 年 3 月 22 日、広島―国連訓練調査研究所（ユニタール）広島事務所は、3 月 26 日に広島

県との第 8 期特定目的拠出金契約書（2024 年度～2026 年度）調印式（以下、契約書調印式）を

行います。また、翌日 27 日には、去る 3 月 11 日の事務所移転を記念して、新事務所開所式を開

催いたします。 

2003 年 7 月に国連ユニタール広島事務所を広島商工会議所に開設して以来、20 年間にわたり、

平和構築や核軍縮など様々な分野の研修を世界中の約 6 万人にお届けすることができました。こ

れは、広島県と地域の皆さまを始めとする世界中のパートナーやサポーターのご支援のおかげで

あり、改めて感謝申し上げます。これまで築いてまいりました研修生や関係者の皆さまとの様々な

思い出を胸に刻み、新しい環境でも一つ一つの出会いを大切に、持続可能な社会の実現に向けて

スタッフ一同努めてまいります。 

ご多忙な中恐縮ですが、契約書調印式および新事務所開所式にご参加いただけますと幸いです。

なお、新事務所開所式については、スペースに限りがありますので、各社 1 名のご参加とさせてい

ただきたく、ご理解のほどよろしくお願いいたします。開所式へご参加いただく場合は、事前に申し

込み用紙をご提出ください。撮影などの関係から複数名のご出席を希望される場合は、申し込み

用紙にその旨ご記入ください。 

アジェンダ： 
１ 契約書調印式 （質疑応答、写真撮影含む） 
(1)  日時：3 月 26 日（火） 13 時 45 分～14 時 15 分 
(2) 場所：広島県庁北館 2 階第一会議室   
(3) 主な出席者：湯﨑英彦広島県知事、ニキル・セス国連事務次長補兼国連ユニタール総代表 

 
２ 新事務所開所式 （写真撮影含む） 
(1)  日時：3 月 27 日（水） 11 時 00 分～11 時 30 分 
(2) 場所：ニッセイ平和公園ビル８Ｆ（詳細は以下地図をご参照ください） 

 
＊上記イベントについて、使用言語は日本語ですが、一部英語について通訳を用意しております。 
＊イベントおよび出席者については直前に変更になる場合もございます 
＊当日は開始 15 分前から受付を開始いたします。受付開始から開所式開始まで、及び開所式終

了後５分程度をメディア取材可能とさせていただきます。 
 
なお、ニキル・セス国連事務次長補兼国連ユニタール総代表の来日後の予定および個別インタビ

ューについては別紙添付 1 をご参照ください。 
 

PRESS RELEASE 



 

 

 
 
国連ユニタール広島事務所  
〒730-0811 
広島県広島市中区中島町 3 番 25 号 
ニッセイ平和公園ビル 8 階 
電話：082-236-3808／FAX： 082-236-8081 

 
 
 

以 上 

 

国連ユニタール広島事務所 新事務所開所式取材申込書 
 

 

 

3 月 25 日（月）までに新事務所開所式のご出席については、FAX（082-236-8081）またはメール

（contact_prosperity@unitar.org）で以下の項目につきお知らせください。なお、契約調印式や添付 1 に

含まれている行事へのご参加はこちらの申し込み用紙へのご記入は不要です。また、セスへの個別イ

ンタビューはお電話（082-236-3808）でご連絡いただけると幸いです。 

※会場準備の都合により、すべてのお申込みをお受けできない可能性があります。 

 

貴社名  

お名前（代表者）  

人数      人  *基本的には 1 社 1 名とさせていただきます 

緊急連絡先  

その他 

取材申し込みなど 

 

 

 

 

 

 

国連訓練調査研究所（ユニタール）は、1963 年の設立以来、研修事業に特化した国連機関として、世界各国の人材開発

を支えています。2022 年には、395,000 以上の人が受講。ジュネーブ本部のほか、ニューヨーク事務所、広島事務所、

ボン事務所があり、様々なネットワークをもっています。2019 年からは持続可能な繁栄局（Division for Prosperity）のも

と、広島事務所と、ジュネーブ本部の財政・貿易ユニットの職員がともに、起業やリーダーシップ、貿易と金融、デジタル技

術、軍縮などについてプログラムを展開しています。紛争後復興の過程にある国の人々への研修などには、原爆投下後

から現在の平和都市に至る過程を一つの復興モデルとして講義に組み込むなど、平和で公正な社会の実現にも貢献し

ています。 

国連ユニタールとは 

mailto:contact_prosperity@unitar.org


 

ニキル・セス国連事務次長補兼国連ユニタール総代表来日アジェンダおよび個別取材について 

日時・場所：2024 年 3 月 25 日～27 日・広島 

           2024 年 3 月 28 日・東京 

本プレスリリース１ページ目に記載されている通り、広島県との第 8 期特定目的拠出金契約書（2024 年度～

2026 年度）調印式および新事務所開所式に出席するために、国連事務次長補兼国連ユニタール総代表の 
ニキル・セスが来日します。また、来日期間中のアジェンダは以下をご参照ください。 
セスとの個別インタビューも受け付けておりますので、是非お電話（082-236-3808）にてお問い合わせください。 

3 月 25 日（月）   
10:00–11:30 イベント名 Peace Walk Festival (1) 若者とのピース・ウォーク・フェスティバル（前半） 

*添付 2 をご参照ください 
 場所 広島平和記念公園（原爆慰霊碑への献花）  ＊雨天の場合は変更の可能性あり 
16:30-16:50 イベント名 広島市長松井 一實氏 表敬訪問 
 場所 広島市役所 

3 月 26 日（火） 
13:45-14:15 イベント名 第 8 期特定目的拠出金契約書調印式 

（本リリース 1 ページ目参照） 
 場所 広島県庁北館 2 階第一会議室 
15:30-16:30 イベント名 広島平和文化センター香川理事長への表敬訪問、広島平和記念資料館見学 
 場所 広島平和文化センター、広島平和記念資料館 
3 月 27 日 （水） 
11:00-11:30 イベント名 新事務所開所式（本リリース 1 ページ目参照） 
 場所 国連ユニタール広島事務所 
3 月 28 日（木） 
終日 イベント名 東京にて産官学の関係者表敬訪問および会議 

 
 国連事務次長補兼国連訓練調査研
究所（ユニタール）総代表  
ニキル・セス （Mr. Nikhil Seth） 

出身国：インド  
学歴：デリー大学（インド）修士号

取得 
 
 2015年6月、国連事務次長補兼国連訓練調査研究所
総代表に任命された。（着任は同年10月）  
ユニタール着任前はニューヨークの国連事務局の国
連経済社会局（DESA）の持続可能開発部長として
勤務し、国連持続可能な開発会議（リオ+20）にお
いて国連事務局の代表を務めた。また、サモアにて
開催された第3回小島嶼開発途上国（SIDS）国際会
議の事務局も務め、リオ、ブラジル、アピア（サモ
ア）における国際会議の準備の指揮官として活躍、
会議終了後は様々なフォローアップの調整も務め
た。 

 職歴：  
1990年9月～1993年9月 国連（ニューヨーク）イン
ド政府代表部駐在  
1993年9月～2001年6月 国連経済社会局国連事務次
長室特別調査官及び室長  
2001年6月～2003年1月 国連経済社会理事会支援調
整事務所政策調整支局長  
2003年2月～2006年8月 国連経済社会理事会および
国連総会第二委員会事務官  
2006年8月～2011年8月 国連経済社会局支援調整事
務所長  
2011年8月～2015年10月 国連経済社会局持続可能
開発部長  
2015年10月～ 現職  
※国連に勤める以前は1980年始めからインドの外
交官としてジュネーブ、コンゴ民主共和国、中央ア
フリカ共和国、ガボン共和国と赤道ギニア共和国に
駐在経験あり。 

添付１ 




